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支
部
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
四
月
一
八
日
の
東
京
都
行
政
書
士
会
足
立

支
部
総
会
に
お
い
て
、
再
び
支
部
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

拙
い
運
営
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
支
部
会
員

の
皆
様
に
は
、
支
部

の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
、
更

な
る
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
、
小
林

裕
一
前
支
部
長

が
卓
抜
し
た
手

腕
を
発
揮
し
、

構
築
さ
れ
た
支

部
活
動
の
流
れ

を
引
き
継
ぎ
、

「「
地
元
足
立
区
で
行
政
書
士
を
も
っ
と
も
っ
と
活
用

し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
支
部
活
動

を
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。　

 
 

そ
の
中
で
、
足
立
区
役
所
に
お
け
る
無
料
相
談
会

は
、
区
政
相
談
課
の
皆
様
か
ら
大
変
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
相
談
件
数
も
一
昨
年
に
比
べ
て
飛
躍
的
に

上
昇
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

  

ま
た
、
多
文
化
共
生
係
の
皆
様
に
は
、
多
文
化
共

生
推
進
会
議
へ
の
参
加
、
外
国
人
の
方
々
を
対
象
と

し
た
、
行
政
書
士
に
よ
る
夜
間
相
談
会
の
開
催
と
い

っ
た
あ
り
が
た
い
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 

改
め
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
支
部
活
動
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
実
績

を
踏
ま
え
て
、
一
層
支
部
活
動
に
邁
進
し
て
行
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
支
部
総
会
に
お
い
て
、
執
行

部
の
顔
ぶ
れ
も
一
部
変
り
ま
し
た
。
退
任
を
さ
れ
た

役
員
の
方
々
に
は
、
長
年
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
支
部
活
動
へ
の
ご
参
加

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
支
部
会
員
の
皆

様
に
は
新
し
い
執
行
部
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
発
展

を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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私
は
、
こ
の
度
、
平
成
二
一

年
五
月
二
六
日
開
催
の
定
時
総

会
に
お
い
て
、
第
一
五
代
目
の

東
京
都
行
政
書
士
会
会
長
に
就

任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

足
立
支
部
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
会
運

営
に
対
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
私
は
「
改
革
の
決

意
」
を
元
に
会
長
に
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現

在
、
司
法
制
度
改
革
の
中
、
行
政
書
士
制
度
の
置
か

れ
て
い
る
立
場
は
、
非
常
に
微
妙
で
あ
り
、
危
機
感

を
持
っ
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
側
面
を
孕
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
事
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
行
政
書

士
制
度
を
高
め
る
た
め
に
、
次
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
、
行
政
機
関
と
の
パ
イ
プ
を
今
以
上
に
強
固
な
も

の
と
す
る
こ
と
。

二
、
対
外
的
に
積
極
的
な
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
。

三
、
行
政
書
士
試
験
の
試
験
科
目
に
、
行
政
書
士
の

専
門
分
野
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
目
指
す
こ
と
。

四
、
行
政
書
士
会
員
の
職
業
倫
理
を
含
め
た
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
る
こ
と
。

　

こ
の
他
に
も
、
新
規
業
務
分
野
の
開
拓
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
し
て
の
「
行
政
書
士
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
東
京
」
、

「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
」
並
び
に
「
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
」
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
書
士
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
東
京
」
に
つ
い
て
は
、

去
る
五
月
二
五
日
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
に
基
づ
く
認
証
を
法

務
省
よ
り
受
け
、
行
政
書
士
と
し
て
は
、
初
め
て
の

認
証
機
関
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
六
月
四
日
に

認
証
取
得
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
プ
レ
ス
発
表
の
内
容

も
Ｍ
Ｘ
東
京
や
東
京
新
聞
等
に
お
い
て
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
「
行
政
書
士
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
東
京
」
は
、

対
話
促
進
型
の
調
停
手
続
を
専
門
に
行
う
も
の
と
し

て
、
他
の
認
証
機
関
と
一
線
を
画
し
て
お
り
、
特
徴

的
な
部
分
で
あ
ろ
う
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
情
報
公
開
に
つ
い
て
も
、
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
東
京
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
の
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
て
お
知

ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

ご
注
目
下
さ
い
。
な
お
、
東
京
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
、
六
月
五
日
付
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
頂
き
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
も
、
行
政
書
士
が
、
真
の
意
味
で
の
「
ま
ち

の
法
律
家
」
と
し
て
、
国
民
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

東
京
会
を
上
げ
て
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
支
援
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
一
年
五
月
吉
日

 
 

東
京
都
行
政
書
士
会
足
立

支
部
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素

よ
り
区
政
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

特
に
、
高
い
専
門
性
を
生
か
し
た
区
内
在
住
の
外

国
人
の
方
々
に
対
す
る
相
談
な
ど
、
支
部
を
あ
げ
て

ご
尽
力
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
同
時
不
況
と
い
う
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と

で
の
区
政
運
営
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
交
通
の
利
便

性
が
格
段
に
向
上
し
、
駅
前
や
拠
点
の
開
発
も
進
み
、

現
在
の
足
立
区
は
、
将
来
に
向
け
て
の
希
望
の
芽
が

着
実
に
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
好
機
を
確
実
に

次
の
発
展
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
財
源
や
人
材
を
よ

り
効
果
的
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
投
入
す
る
こ
と
に

心
を
砕
い
て
お
り
ま
す
。

　

千
住
地
域
に
は
、
専
門
性
の
異
な
る
四
つ
の
四
年

制
大
学
が
集
ま
り
、
今
後
一
万
人
を
超
え
る
学
生
が

通
学
す
る
ま
ち
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育

面
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
若
者
を
核
と
し
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
も
、
大
い
に
力
を
注
い
で
い
く
考

え
で
す
。

 
 

都
内
で
も
、
将
来
に
期
待
の
も
て
る
ま
ち
と
し
て

徐
々
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
当
区
で
す
が
、
一
方
で

「
治
安
が
悪
い
、
区
民
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
と
い
う

負
の
イ
メ
ー
ジ
が
相
変
わ
ら
ず
つ
い
て
回
っ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
い

わ
ゆ
る
区
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

が
突
破
で
き
な
い
限
り
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
、
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
ふ
る
さ
と

と
は
い
え
な
い
状
態
な
の
で
す
。

  

ま
ち
が
変
り
つ
つ
あ
る
今
、
私
た
ち
区
民
の
意
識

も
い
い
意
味
で
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
次
世
代
に
誇
れ
る
足
立
区
と
し
て

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
身
の
ま
わ
り
の
ほ
ん
の

小
さ
な
こ
と
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
で
ま
ち
を
変

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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足
立
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今
年
度
か
ら
足
立
区 

区
民
部 

区
民
課
多
文
化
共

生
係
主
催
の
新
規
事
業
と
し
て
、
「
行
政
書
士
に
よ

る
外
国
人
の
た
め
の
夜
間
相
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
九
月
と
来
年
一
月
の
開
催
予
定
で
勤
め
帰
り
の

方
の
た
め
に
夕
方
六
時
半
か
ら
八
時
半
ま
で
、
主
に

在
留
資
格
、
国
際
私
法
等
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
以
前
渉
外
部
が
他
の
担
当
課
に
要
望
・
案

を
出
し
て
い
た
も
の
が
別
の
形
で
実
現
す
る
も
の
で
、

区
の
新
規
事
業
に
こ
の
よ
う
な
形
で
参
加
・
貢
献
で

き
ま
す
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
足
立
支
部
の
相
談
関
連
の
事
業
は
、

①
足
立
区
役
所
に
お
け
る
毎
月
第
四
火
曜
日
の
「
暮

ら
し
と
事
業
の
手
続
き
相
談
」
、
②
毎
年
一
〇
月
の

「
あ
だ
ち
区
民
祭
り
」
に
お
け
る
「
街
頭
無
料
相
談

会
」
、
③
毎
年
六
月
に
他
業
種
と
共
同
で
行
な
わ
れ

る
「
外
国
人
の
た
め
の
リ
レ
ー
専
門
家
相
談
会
」
、

④ ｢

行
政
書
士
に
よ
る
外
国
人
の
た
め
の
夜
間
相
談

会
」
の
四
事
業
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
多
文
化
共
生
係
が
七
月
、
一
〇
月
、

来
年
一
月
に
行
な
う
「
足
立
区
多
文
化
共
生
推
進
会

議
」
へ
の
参
加
も
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
区

内
の
外
国
人
支
援
団
体
の
連
絡
協
議
会
で
す
。

　

以
上
の
二
つ
が
今
年
度
の
渉
外
部
事
業
計
画
の
新

規
事
業
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に
毎
年
恒
例
の
足
立
区

役
所
等
と
の
「
定
期
意
見
交
換
会
」
の
実
施
、
会
報

へ
の
寄
稿
等
に
よ
り
引
き
続
き
広
報
面
で
交
流
を
図

る
こ
と
、
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
成
年

後
見
人
連
絡
会
」
へ
の
参
加
、
研
修
会
ま
た
は
自
主

勉
強
会
に
渉
外
先
か
ら
講
師
を
お
招
き
す
る
こ
と
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
渉
外
部
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
都
行
政
書
士
会
足
立
支
部
で
は
、
一
般
市
民

向
け
広
報
及
び
会
員
向
け
情
報
提
供
の
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
「
足
立
区
の
行
政
書
士
」
に
掲
載
希
望
の
方
は
、

同
封
の
申
し
込
み
用
紙
を
使
い
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
掲
載
内
容
の
変
更
・
訂
正
に
つ
い
て

も
、
同
じ
申
し
込
み
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
は
、
私
、
諏
訪
か

ら
佐
田
祐
介
先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
の
た
め
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
も
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
登
録
を
希

望
す
る
方
は
、
同
封
の
申
し
込
み
用
紙
を
使
い
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

足
立
支
部
で
は
有
志
が
集
っ
て
、
年
五
回
の
業
務

研
究
、
事
例
検
討
、
法
令
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
開
催
情
報
は
、
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
て
そ
の
都
度
告
知
し
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
新
規
入
会
の
先
生
方
に
お
き
ま
し
て
は
、
初

歩
的
な
業
務
の
情
報
を
得
る
場
と
も
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

次
回
開
催
予
定

•

日
時　

平
成
二
一
年
八
月
一
日　

六
時
か
ら

•

場
所　

足
立
区
梅
田
七
‐三
三
‐一

　
　
　
　

Ｌ
ソ
フ
ィ
ア　

会
議
室

•

定
員
一
五
名

•

会
費　

支
部
会
員　
　

無
料

　
　
　
　

他
支
部
会
員　

五
〇
〇
円

問
い
合
わ
せ
先　

　

担
当
幹
事　
　
　
　

 

諏
訪　

智

　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
‐
三
六
二
九-

八
一
三
二

3

支
部
勉
強
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

幸
野　

茂
人 

 

広
報
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部　

諏
訪　

智

 ｢

行
政
書
士
に
よ
る
外
国
人
の
た
め
の
夜
間
相
談
会
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渉
外
部　

大
竹　

な
か
子 

勉強会の様子
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平
成
二
一
年
四
月
一
八
日
（
土
）

午
後
三
時
よ
り

足
立
区
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
五
階
多
目
的
ホ
ー
ル
）

出
席　

七
八
名
（
委
任
状
含
む
）

議
長
：
形
山
俊
治　
　

副
議
長
：
大
倉
淳
一

議
案
審
議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第
一
号
議
案

「
平
成
二
〇
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
報
告
」
承
認

の
件事

業
報
告

平
成
二
〇
年

４
月　

７
日　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新

４
月
１
９
日　

支
部
総
会
開
催

４
月
２
２
日　

区
民
相
談
（
清
水
・
田
中
）

４
月
２
５
日　

区
役
所
各
課
訪
問

５
月　

２
日　

区
役
所
各
課
訪
問

５
月
２
３
日　

東
京
都
行
政
書
士
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　

代
議
員
〇
四
名
出
席

５
月
２
７
日　

区
民
相
談
（
田
中
・
照
内
）

５
月
３
０
日　

役
員
会
、
区
民
相
談
ガ
イ
ダ
ン

　
　
　
　
　
　

ス

５
月
３
１
日　

ミ
ニ
研
修
会
・
自
主
勉
強
会

　
　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新
（
５
月
２
・
１
９
・
３
０
日
）

６
月
２
４
日　

区
民
相
談
（
佐
藤
・
櫻
井
）

６
月
２
６
日　

成
年
後
見
人
連
絡
会

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新

（
６
月
６
・
１
３
・
２
０
・
２
７
日
）

７
月　

１
日　

「
ぎ
ょ
う
せ
い
足
立
」
第
３
１

号
発
行

７
月　

２
日　

自
民
党
と
懇
談

７
月　

６
日　

外
国
人
の
た
め
の
リ
レ
ー
相
談

　
　
　
　
　

会

７
月　

９
日　

公
明
党
と
懇
談

７
月
１
５
日　

近
藤
や
よ
い
区
長
と
懇
談

７
月
１
９
日　

役
員
会
・
支
部
研
修
会

７
月
２
２
日　

区
民
相
談
（
吉
岡
・
諏
訪
）

７
月
２
６
日　

自
主
勉
強
会

８
月
２
０
日　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新

８
月
２
２
日　

区
役
所
各
課
訪
問

８
月
２
６
日　

区
民
相
談
（
櫻
井
・
田
中
）

９
月
１
７
日　

役
員
会

９
月
２
７
日　

自
主
勉
強
会

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新
（
９
月
３
・
１
８
・
３
０
日
）

※
区
民
相
談
は
休
日
の
た
め
実
施
な
し
。

１
０
月　

７
日　

成
年
後
見
人
連
絡
会

１
０
月
１
１
・
１
２
日　
　

街
頭
無
料
相
談
会

　
　
　

荒
川
河
川
敷　

Ａ
―
フ
ェ
ス
タ
、
区
民
祭
り

１
０
月
２
８
日　

区
民
相
談
（
清
水
・
幸
野
）

１
０
月
２
９
日　

区
役
所
各
課
訪
問

１
０
月
３
０
日　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新

１
１
月
１
５
日　

自
主
勉
強
会

１
１
月
１
８
日　

区
役
所
各
課
訪
問
（
広
報
課
）

１
１
月
２
５
日　

区
民
相
談
（
佐
藤
・
板
橋
）

１
１
月
２
６
日　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新

１
２
月　

２
日　

役
員
会

１
２
月
１
１
日　

神
奈
川
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
訪
問

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新
（
１
２
月
１
・
１
１
日
）

※
区
民
相
談
は
休
日
の
た
め
実
施
な
し
。

平
成
２
１
年

１
月　

１
日　

「
ぎ
ょ
う
せ
い
足
立
」
第
３
２

号
発
行

１
月　

５
日　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新

１
月
１
５
日　

区
役
所
各
課
訪
問

１
月
２
２
日　

役
員
会
・
支
部
新
年
会

１
月
２
７
日　

区
民
相
談
（
清
水
・
諏
訪
）

２
月
１
６
日　

成
年
後
見
人
連
絡
会

２
月
２
１
日　

自
主
勉
強
会

２
月
２
４
日　

区
民
相
談
（
照
内
・
幸
野
）

　
　
　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新
（
２
月
９
・
１
３
・
２
３
日
）

３
月
２
１
日　

役
員
会

　
　
　
　
　
　

支
部
研
修
会
（
オ
ー
プ
ン
形
式
）

３
月
２
４
日　

区
民
相
談
（
大
竹
・
佐
田
）

　
　
　

支
部
Ｈ
Ｐ
更
新
（
３
月
５
・
９
・
１
８
・
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
日
）

決
算
報
告

収
入
の
部

本
部
交
付
金　
　
　
　
　

１
，
０
０
３
，
２
０
０
円

助
成
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
２
，
０
０
０
円

支
部
会
費
収
入　
　
　
　
　
　

７
９
８
，
０
０
０
円

雑
収
入　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
，
８
８
２
円

チ
ラ
シ
広
告
収
入　
　
　
　
　
　

３
６
，
０
０
０
円

前
年
度
繰
越
金　
　
　
　
　
　

７
５
６
，
９
３
３
円

4

　
　

平
成
二
一
年
度
支
部
定
時
総
会
開
催
報
告　
　
　
　
　

総
務
部　

幸
野　

茂
人
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収
入
合
計　
　
　
　
　
　

２
，
９
９
７
，
０
１
５
円

支
出
の
部

総
会
費
・
新
年
会
費　
　
　
　

１
０
４
，
９
９
３
円

会
議
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
４
，
９
０
０
円

事
務
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
８
，
７
９
８
円

交
通
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
円

通
信
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
４
，
０
４
０
円

広
報
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
１
，
１
５
０
円

渉
外
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
４
，
６
６
５
円

研
修
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
２
，
７
７
１
円

業
務
開
発
費　
　
　
　
　
　
　

５
２
８
，
７
３
２
円

監
察
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
円

慶
弔
厚
生
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

支
部
Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会　
　
　
　

３
９
，
０
０
０
円

自
主
勉
強
会　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
，
０
０
０
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
円

支
出
合
計　
　
　
　
　
　

１
，
９
８
９
，
０
４
９
円

次
年
度
繰
越
金　
　
　
　

１
，
０
０
７
，
９
６
６
円

第
二
号
議
案

「
平
成
二
一
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
」
承
認

の
件

事
業
計
画

１
．
広
報
活
動

（
１
）
ぎ
ょ
う
せ
い
足
立
を
年
二
回
発
行

①
会
員
に
対
す
る
支
部
活
動
等
に
関
す
る
情

報
の
伝
達
。

②
支
部
活
動
の
内
外
ア
ピ
ー
ル
。

（
２
）
ぎ
ょ
う
せ
い
足
立
の
充
実

　
　

①
広
く
会
員
及
び
外
部
か
ら
の
原
稿
募
集
。

　
　

②
掲
載
内
容
の
見
直
し
。

　
　

③
新
広
報
紙
の
発
行
を
検
討
し
ま
す
。

（
３
）
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

①
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
検
討
、
内
容
の
充
実
。

　
　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
機
能
を
活
か
し
、
素
早
い

情
報
の
伝
達
。

　
　

③
相
互
リ
ン
ク
の
推
進
。

２
．
研
修
会
の
開
催

　
　

業
務
に
直
結
し
た
研
修
会
を
年
２
回
開
催
予
定
。

３
．
区
民
相
談
の
実
施　
　

①
毎
月
一
回
開
催
の
足
立
区
役
所
内
の
無
料

相
談
を
実
施
。

②
一
〇
月
開
催
の
足
立
区
民
ま
つ
り
に
無
料

相
談
窓
口
を
設
置
。

４
．
Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会　
　
　

　
　

①
Ｉ
Ｔ
分
野
の
情
報
収
集
及
び
業
務
開
拓
に
関

す
る
活
動 

、
並
び
に
支
部
会
員
へ
の
情
報

提
供
。

②
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
及
び
内
容
の

充
実
。

③
支
部
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
運
営
及

び
参
加
者
推
進
。

５
．
自
主
勉
強
会　
　
　
　
　

①
行
政
書
士
業
務
に
関
連
す
る
手
続
、
法
令

研
究
、
事
例
紹
介
、
新
規
業
務
研
究
等
を

年
五
回
開
催
予
定

②
前
記
の
う
ち
一
回
、
業
務
研
究
に
つ
い
て

の
発
表
会
を
行
う
よ
う
検
討
。

６
．
渉
外
活
動

　
　

広
く
支
部
の
渉
外
に
関
す
る
活
動
を
他
の
部
と

協
力
し
て
行
う
。

１
．
継
続
事
業

①
研
修
会
等
に
渉
外
先
か
ら
講
師
を
お
招

き
す
る
。

②
寄
稿
依
頼
等
の
広
報
面
で
の
交
流
。

③
定
期
意
見
交
換
会
の
実
施
。

④
区
民
相
談
会
及
び
街
頭
無
料
相
談
会
の

実
施
。

⑤
成
年
後
見
人
連
絡
会

⑥
他
支
部
・
他
団
体
と
の
交
流
及
び
Ｈ
Ｐ

リ
ン
ク
を
増
や
す
こ
と
。

２
．
新
規
事
業

　

①
多
文
化
共
生
推
進
会
議

　

②
行
政
書
士
に
よ
る
外
国
人
の
た
め
の
夜

間
相
談
会

７
．
役
員
会
等

　
　

総
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
を
推
進
す
る
た
め
適

宜
役
員
会
を
開
催
。

■
予
算
案

収
入
の
部

本
部
交
付
金　
　
　
　
　
　
　

９
５
０
，
０
０
０
円

助
成
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
０
，
０
０
０
円

支
部
会
費
収
入　
　
　
　
　
　

８
５
０
，
０
０
０
円

雑
収
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
，
０
０
０
円

チ
ラ
シ
広
告
収
入　
　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

前
年
度
繰
越
金　
　
　
　

１
，
０
０
７
，
９
６
６
円

収
入
合
計　
　
　
　
　
　

３
，
０
４
７
，
９
６
６
円

5
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支
出
の
部

総
会
費
・
新
年
会
費　
　
　
　

１
２
０
，
０
０
０
円

会
議
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
０
，
０
０
０
円

事
務
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
８
，
０
０
０
円

交
通
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
円

通
信
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
，
０
０
０
円

広
報
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
０
，
０
０
０
円

渉
外
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
，
０
０
０
円

研
修
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
，
０
０
０
円

業
務
開
発
費　
　
　
　
　
　
　

５
３
０
，
０
０
０
円

監
察
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
円

慶
弔
厚
生
費　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

支
部
Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会　
　
　
　

３
２
，
０
０
０
円

自
主
勉
強
会　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
７
，
９
６
６
円

支
出
合
計　
　
　
　
　
　

３
，
０
４
７
，
９
６
６
円

※
科
目
間
の
流
用
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
号
議
案

　

支
部
役
員
（
支
部
長
・
副
支
部
長
）
選
任
の
件

次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長　
　

清
水
良
満

副
支
部
長　

大
竹
な
か
子

副
支
部
長　

小
佐
田
秀
志

副
支
部
長　

幸
野
茂
人

副
支
部
長　

諏
訪
智

理
事　
　
　

霜
越
宣
幸

理
事　
　
　

石
井
弘

理
事　
　
　

小
林
裕
一

理
事　
　
　

飯
塚
重
紀

理
事　
　
　

照
内
洋
一

監
事　
　
　

佐
藤
昌
吉

第
四
号
議
案　
　

代
議
員
選
任
の
件

　

次
の
一
四
名
が
代
議
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
）

石
井
弘　

霜
越
宣
幸　

小
林
裕
一　

清
水
良
満

大
竹
な
か
子　

小
佐
田
秀
志　

幸
野
茂
人

　

諏
訪
智　

飯
塚
重
紀　

照
内
洋
一　

佐
藤
昌
吉

　

松
井
美
知
佳　

沖
山
忠
敏　

板
橋
正
文

　
第
五
号
議
案　

報
告
そ
の
他

　

区
民
相
談
員
の
選
出
結
果
報
告

次
の
八
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
（
順
不
同
）

　

金
塚
孝　

沖
山
忠
敏　

板
橋
正
文　

大
竹
な
か
子

佐
田
祐
介　

諏
訪
智　

照
内
洋
一　

佐
藤
昌
吉

　

引
き
続
き
追
加
選
任
を
行
う
。

平
成
二
〇
年
度
入
会
者(

転
入
含
む
）

村
越
大
輔　

（
平
成
二
年
四
月
二
日　

新
規
）

　
　
　
　

足
立
区
六
木
三
‐
一
二
‐
一
〇

永
嶋
良
城　

（
平
成
二
〇
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
川
区
よ
り
転
入
）

　
　
　
　

足
立
区
東
和
五
‐
一
一
‐
二
四

佐
々
木
隆
昭
（
平
成
二
〇
年
八
月
二
九
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛
飾
区
よ
り
転
入
）

　
　
　
　

足
立
区
梅
田

　
　
　
　
　
　
　
　

二
‐
四
‐
一
五
‐
二
〇
六

北
龍
太
郎　

（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
五
日　

新
規
）

　
　
　
　
　
　
　

足
立
区
本
木
北
町
一
〇
‐
一
七

鳥
山
康　
　

（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
五
日　

新
規
）

　
　
　
　
　
　
　

足
立
区
江
北

　
　
　
　
　
　
　
　

六
‐
三
〇
‐
一
五
‐
二
〇
三
号

小
泉
曻　
　

（
平
成
二
〇
年
〇
二
月
二
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
よ
り
転
入
）

　
　
　
　
　
　
　

足
立
区
千
住
旭
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
‐
一
〇
‐
一
〇
二

吉
永
明
弘　

（
平
成
二
一
年
一
月
一
五
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宿
区
よ
り
転
入
）

　
　
　
　

足
立
区
千
住
東
一
‐
一
三
‐
五

工
藤
弘
照　

（
平
成
二
一
年
四
月
一
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

台
東
区
よ
り
転
入
）

　
　
　

足
立
区
千
住
三
‐
六

　
　

ツ
ォ
ー
ド
千
住
壱
番
館
一
〇
〇
一
号
室

岡
本
信
広　

（
平
成
二
一
年
四
月
一
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
島
区
よ
り
転
入
）

　
　
　

足
立
区
西
伊
興
二
‐
二
‐
二
〇

　
　
　

グ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ
竹
ノ
塚
二
〇
四
号

平
成
二
一
年
度
入
会
者(

転
入
含
む
）

成
田
孝
士　

（
平
成
二
一
年
四
月
一
五
日　

新
規
）

　
　
　

足
立
区
江
北
四
‐
三
‐
二

初
田
正
智　

(

平
成
二
〇
年
五
月
一
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
区
よ
り
転
入
）

　
　
　
　
　
　
　

足
立
区
千
住
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
‐
二
〇
‐
一
‐
一
一
〇
五

筧
田
正
昭　

（
平
成
二
一
年
六
月
一
日　

新
規
）
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会
員
の
動
向
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
一
年
五
月
二
九
日
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
部　
　
　

幸
野　

茂
人
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足
立
区
関
原
一
‐
一
二
‐
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　

関
原
行
政
書
士
事
務
所

平
成
二
〇
年
度
退
会
者
（
廃
業
・
転
出
）

清
水
伸
也　

（
平
成
二
〇
年
六
月
六
日　
　

廃
業
）

武
藤
善
明　

（
平
成
二
〇
年
七
月
一
五
日　

廃
業
）

佐
藤
喜
晴　

（
平
成
二
〇
年
八
月
二
九
日　

転
出
）

海
老
原
勝　

（
平
成
二
〇
年
九
月
二
〇
日　

廃
業
）

山
崎
進　
　

（
平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
五
日　

転
出
）

豊
留
裕
顕　

（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
二
日　

廃
業
）

堀
田
修
作　

（
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
六
日　

廃
業
）

佐
々
木
信
彦
（
平
成
二
一
年
一
月
六
日　

廃
業
）

朴
秀
樹　
　

（
平
成
二
一
年
二
月
一
七
日　

廃
業
）

青
木
雄
三　

 
(

平
成
二
一
年
三
月
一
三
日　

転
出
）

前
田
房
雄　

 
(

平
成
二
一
年
三
月
一
七
日　

廃
業
）

石
塚
利
男　

（
平
成
二
一
年
四
月
一
五
日　

転
出
）

　

平
成
二
〇
年
度
第
二
回
目
の
研
修
会
を
、
次
の
要

領
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
、
日
時　
　

平
成
二
一
年
三
月
二
一
日(

土)　

　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
〇
〇
分
〜
五
時
〇
〇
分

二
、
場
所　
　

足
立
勤
労
福
祉
会
館(

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
第
一
ホ
ー
ル

三
、
テ
ー
マ　

「
今
の
時
代
、
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

お
き
た
い
〔
相
続
・
遺
言
の
基
礎

 
 
  
 
  
 
  
 
  
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
識
〕
」

四
、
講
師　
　

越
谷
公
証
役
場
公
証
人　

　
　
　
　

生
田　

治
郎
（
い
く
た　

じ
ろ
う
）
先
生

五
、
参
加
者　
　
　
　
　

①
支
部
会
員　
　

二
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
他
支
部
会
員　

四
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
一
般
市
民　
　

一
六
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

男
性
九
名
・
女
性
七
名
）

　
　

　

 

一
昨
年
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
第
三
回
目
の

一
般
市
民
参
加
の
オ
ー
プ
ン
形
式
の
研
修
会
で

し
た
。

 
 

一
昨
年
、
昨
年
と
も
一
般
参
加
者
は
四
名
で

あ
っ
た
た
め
、
今
回
は
二
桁
の
参
加
者
を
目
標

に
し
て
公
明
党
の
前
野
区
議
会
議
員
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
り
、
通
院
し
て
い
る
内
科
や
歯

科
や
整
形
外
科
の
受
付
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

 
 

そ
の
成
果
が
表
れ
て
な
ん
と
今
回
は
一
六
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ

が
相
続
・
遺
言
と
い
う
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
点
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

生
田
先
生
の
お
話
は
、
実
務
に
即
し
た
有
益

な
内
容
で
あ
り
、
質
疑
応
答
の
時
間
も
足
り
な

く
な
る
く
ら
い
に
盛
況
で
し
た
。

　

た
だ
一
般
市
民
の
方
に
は
内
容
が
少
し
専
門

的
す
ぎ
て
分
か
り
に
く
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
形
式
の
場
合
に
は
一
般
市
民
の
方

が
理
解
で
き
る
内
容
で
、
し
か
も
分
か
り
や
す

い
説
明
の
研
修
会
で
あ
る
こ
と
が
大
事
な
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
支
部
の
幸
野
先
生
・
大
竹
先
生
・

諏
訪
先
生
・
田
中
先
生
・
高
橋
先
生
・
小
林
先

生
・
小
佐
田
先
生
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

•

日
時

平
成
二
一
年
七
月
一
八
日(

土)

午
後
二
時
三
〇
分
か
ら
同
五
時
ま
で(

受
付

は
午
後
二
時
か
ら
）

•

会
場

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館　

第
三
洋
室

•

テ
ー
マ

外
国
人
の
来
日
か
ら
定
住
ま
で
の
実
務

―
外
国
人
調
理
師
の
入
管
手
続
き
を
中
心

と
し
て
―

•

講
師

金
塚　

孝
先
生(

足
立
支
部
会
員
）

•

受
講
料

支
部
会
員　
　

無
料

他
支
部
会
員　

二
〇
〇
〇
円

•

定
員　
　

三
五
名(

申
し
込
み
順
）

•

申
し
込
み
方
法

七
月
一
〇
日
ま
で
に
氏
名
・
支
部
名
・
電

話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
・
懇
親
会
の
出
欠
を
明
記
し
メ
ー
ル
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

7

 

平
成
二
〇
年
度

　
　
　
　
　
　
　

第
二
回
支
部
研
修
会
報
告

　
　
　
　
　
　

                

研
修
担
当　
　

沖
山　

忠
敏

 

平
成
二
一
年
度

　
　
　

第
一
回
支
部
研
修
会
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

  

清
水　

良
満  
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Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三-

三
八
四
〇-

〇
七
〇
〇

メ
ー
ル　

yo
sh
i
mi
tu
-

sh
im
i
zu
@o
ffi
ce
.
em
ai
l
.n
e.
jp

あ
て
先　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

良
満

•
懇
親
会

赤
兵
衛　

(

会
費
三
〇
〇
〇
円
）

•

な
お
、
他
の
媒
体
で
も
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
申
し
込
み
順
と
な
っ
て
い
る
関
係
で
、

本
号
到
達
時
に
定
員
に
達
し
て
い
た
場
合

は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

「
あ
だ
ち
だ
よ
り
」
は
、
意
外
と
広
く
、
ま
た
、

知
ら
な
い
場
所
の
あ
る
足
立
区
内
を
取
材
し
、
そ
の

時
々
の
情
報
を
提
供
し
よ
う
と
言
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

第
一
回
の
取
材
は
、
広
報
担
当
の
事
務
所
近
く
に

あ
る
「
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
」
で
す
。
場
所
は
、
東
京

メ
ト
ロ
北
綾
瀬
駅
下
車
一
分
で
す
。

  

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
で
は
、

よ
り
身
近
に
菖
蒲
を
観
賞
で
き
る
よ
う
に
と
、
木
道

を
設
置
し
、
普
段
は
入
れ
な
い
菖
蒲
田
を
横
切
り
な

が
ら
観
賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
当
日
は
、
曇
り
空
で
時
折
雨
も
ぱ
ら
つ
く
と

い
う
天
気
で
し
た
が
、
公
園
に
は
大
勢
の
人
が
菖
蒲

を
見
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
紫
陽
花
も
花
を
咲
か
せ
て

お
り
、
菖
蒲
と
競
い
合
う
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
花
菖
蒲
と
あ
や
め
の
違
い
は
ご
存
知

で
す
か
？

　

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
内
の
看
板
に
よ
る
と
、
花
菖
蒲

は
湿
地
に
生
育
し
、
あ
や
め
は
乾
燥
し
た
土
地
に
生

育
す
る
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
杜
若
（
か
き
つ
ば

た
）
も
湿
地
に
生
育
し
ま
す
が
、
花
弁
の
付
け
根
に

黄
色
又
は
白
の
細
い
線
が
つ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
に
は
、
桜
や
、
人
口
の
滝
、
噴

水
、
遊
具
、
野
球
場
な
ど
も
あ
り
、
菖
蒲
以
外
に
も

見
所
が
あ
る
公
園
だ
と
思
い
ま
す
。

　

足
立
支
部
の
皆
様
、
今
号
か
ら
編
集
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
諏
訪
と
申
し
ま
す
。

　

読
者
か
ら
、
製
作
者
へ
と
立
場
は
変
わ
り
ま
し
た

が
、
支
部
会
員
の
た
め
、
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
か
ら
、
新
し
い
試
み
と
し
て
「
あ
だ

ち
だ
よ
り
」
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
編
集
時
間
と
、
ペ
ー
ジ
数
に
よ
っ
て

掲
載
で
き
る
か
が
決
ま
り
ま
す
の
で
、
不
定
期
の
掲

載
と
な
り
ま
す
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

8

未納会費納入についての

お知らせ 

平成２０年度以前の足立支部会費

に未納のある方には、該当年度の

郵便振替用紙を同封しております。

つきましては、到着後１週間以内に

お振込みください。未納が続きます

と、支部細則第２９条の４により、研

修会等の支部事業に参加できない

場合があります。

　　　　　（会計担当　小佐田　秀志）

 支部会費納入のお願い

　平成２１年度足立支部年会費６，０

００円（月額５００円×１２ケ月分）を、
同封の郵便振替用紙にて平成２１年

７月３１日（支部細則第２９条）までに

お振込みくださいますようお願い申

し上げます。

支部会費は、支部運営を行う上で非

常に重要なものでございますので、

期日までの納付にご協力願います。

　　　　　　

　　　　　（会計担当　小佐田　秀志）

あ
だ
ち
だ
よ
り　
　
　
　
　

広
報
部　

諏
訪　

智

 

編
集
後
記　
　
　
　
　
　

編
集
人　

諏
訪　

智

しょうぶ沼公園


